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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和3年10月28日(2021.10.28)

【公開番号】特開2021-19035(P2021-19035A)
【公開日】令和3年2月15日(2021.2.15)
【年通号数】公開・登録公報2021-007
【出願番号】特願2019-132578(P2019-132578)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｆ   7/16     (2006.01)
   Ｆ１６Ｋ  31/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   7/128    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ    7/16     　　　Ｅ
   Ｆ１６Ｋ   31/06     ３０５Ｅ
   Ｆ１６Ｋ   31/06     ３０５Ｄ
   Ｈ０１Ｆ    7/16     　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月15日(2021.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソレノイド（１００、１００ａ～ｃ）であって、
　通電により磁力を発生するコイル部（２０）と、
　軸方向（ＡＤ）に沿った側面部（１２）と、前記軸方向と交差する方向に沿って形成さ
れた底部（１４、１４ａ）と、を有し、前記コイル部を収容するヨーク（１０、１０ａ）
と、
　前記軸方向に摺動する柱状のプランジャ（３０、３０ｃ）と、
　ステータコア（４０、４０ａ～ｂ）であって、
　　前記軸方向において前記プランジャの先端面（３２）と対向して配置されて前記コイ
ル部が発生する磁力により前記プランジャを磁気吸引する磁気吸引コア（５０）と、
　　前記軸方向と直交する径方向において前記コイル部の内側に配置されて前記プランジ
ャを収容する筒状のコア部（６１）と、前記コア部の前記軸方向の端部であって前記底部
と対向するコア端部（６２）から前記径方向の外側に向かって形成され、前記ヨークと前
記コア部との間における磁束の受け渡しを行なう第１磁束受渡部（６５、６５ａ）と、を
有する摺動コア（６０、６０ａ）と、
　　前記摺動コアと前記磁気吸引コアとの間における磁束の通過を抑制する磁束通過抑制
部（７０、７０ｂ）と、
　　を有するステータコアと、
　前記磁気吸引コアの前記軸方向の端部であって前記先端面と対向する側とは反対側の磁
気吸引コア端部（５４）の前記径方向の外側に配置され、前記磁気吸引コアと前記側面部
との間における磁束の受け渡しを行なう第２磁束受渡部（８０）と、
　を備え、
　前記第１磁束受渡部において前記底部と対向する第１対向面（６８、６８ａ）と、前記
底部において前記第１磁束受渡部と対向する第２対向面（１９、１９ａ）とのうちの前記
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第２対向面には、前記第１磁束受渡部の前記径方向の内側と外側を連通させる呼吸溝（５
００、５００ａ）が、前記ソレノイドが組み付けられた状態において天方向（Ｄ２）とな
るように形成されている、
　ソレノイド。
【請求項２】
　請求項１に記載のソレノイドにおいて、
　前記ソレノイドの搭載環境に存在する流体を前記ソレノイドの外部から前記ソレノイド
の内部へと流入させる流入部（１８）が、前記呼吸溝とは異なる方向に形成されている、
　ソレノイド。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のソレノイドにおいて、
　前記磁束通過抑制部は、互いに別体として形成された前記磁気吸引コアと前記摺動コア
とを物理的に接続する非磁性体の接続部（７２ｂ）を含む、
　ソレノイド。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載のソレノイドにおいて、
　非磁性体により形成されて前記プランジャの外周面の少なくとも一部を覆う膜部材（３
９ｃ）をさらに備える、
　ソレノイド。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本開示の一形態によれば、ソレノイド（１００，１００ａ～１００ｃ）が提供される。
このソレノイドは、通電により磁力を発生するコイル部（２０）と、軸方向（ＡＤ）に沿
った側面部（１２）と、前記軸方向と交差する方向に沿って形成された底部（１４、１４
ａ）と、を有し、前記コイル部を収容するヨーク（１０、１０ａ）と、前記軸方向に摺動
する柱状のプランジャ（３０、３０ｃ）と、ステータコア（４０、４０ａ～ｂ）であって
、前記軸方向において前記プランジャの先端面（３２）と対向して配置されて前記コイル
部が発生する磁力により前記プランジャを磁気吸引する磁気吸引コア（５０）と、前記軸
方向と直交する径方向において前記コイル部の内側に配置されて前記プランジャを収容す
る筒状のコア部（６１）と、前記コア部の前記軸方向の端部であって前記底部と対向する
コア端部（６２）から前記径方向の外側に向かって形成され、前記ヨークと前記コア部と
の間における磁束の受け渡しを行なう第１磁束受渡部（６５、６５ａ）と、を有する摺動
コア（６０、６０ａ）と、前記摺動コアと前記磁気吸引コアとの間における磁束の通過を
抑制する磁束通過抑制部（７０、７０ｂ）と、を有するステータコアと、前記磁気吸引コ
アの前記軸方向の端部であって前記先端面と対向する側とは反対側の磁気吸引コア端部（
５４）の前記径方向の外側に配置され、前記磁気吸引コアと前記側面部との間における磁
束の受け渡しを行なう第２磁束受渡部（８０）と、を備え、前記第１磁束受渡部において
前記底部と対向する第１対向面（６８、６８ａ）と、前記底部において前記第１磁束受渡
部と対向する第２対向面（１９、１９ａ）とのうちの前記第２対向面には、前記第１磁束
受渡部の前記径方向の内側と外側を連通させる呼吸溝（５００、５００ａ）が、前記ソレ
ノイドが組み付けられた状態において天方向（Ｄ２）となるように形成されている。
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